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様 式 第 ５ 号 (第 １ ５ 条 関 係 ) 

審議会会議録  
審 議 会 等 の  

名 称  
第 １ 回  瑞 穂 市 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会  

開 催 日 時  
平 成 ３ ０ 年 ７ 月 １ ８ 日 (水 曜 日 ) 

午 後 ６ 時 ０ ０ 分 か ら ８ 時 ４ ０ 分  

開 催 場 所  総 合 セ ン タ ー  第 ４ 会 議 室  

議 題  

・ 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 に も と づ く 事 業 評 価 （ 平

成 ２ ９ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

・ 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」 に も と

づ く 事 業 評 価 （ 平 成 ２ ９ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

 

出 席 委 員  １ １ 名  

畦 地 真 太 郎 会 長 、 浅 野 楔 雄 委 員 、 大 池 義 之 委 員  

加 木 屋 加 緒 里 委 員 、 川 角 玄 委 員 、 椙 浦 良 子 委 員  

竹 中 哲 夫 委 員 、 中 林 由 紀 子 委 員 、 広 瀬 英 昭 委 員  

三 澤 博 敬 委 員 、 渡 邉 昭 博 委 員  

 

 

欠 席 委 員  ４ 名  

大 森 宗 委 員 、 小 寺 徹 委 員  

吉 田 明 貴 子 委 員 、 吉 田 敏 之 委 員  

 

公 開 ・ 非 公 開  

の 区 分  

(非 公 開 理 由 ) 

公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数  ０ 人  

審 議 の 概 要  

開  会  

【 事 務 局 】  

  委 員 総 数 １ ５ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る １ １ 名 の 出

席 が あ り 、 瑞 穂 市 附 属 機 関 設 置 条 例 第 ８ 条 第 １ 項

に 基 づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ と を 宣 言 し た 。  

  本 会 議 に つ い て 瑞 穂 市 審 議 会 等 の 設 置 、 運 営 等 に

関 す る 要 綱 第 １ １ 条 に よ り 原 則 公 開 す る こ と を 各

委 員 に 確 認 し 了 承 を 得 た 。 （ 傍 聴 希 望 者 無 し ）  

 

 

委 嘱 状 交 付  

  委 員 ２ 名 に 委 嘱 状 を 交 付 し た 。  

  （ 加 木 屋 加 緒 里 委 員 、 渡 邉 昭 博 委 員 ）  

 

市 長 あいさつ 
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委 員 自 己 紹 介  

 

 

瑞 穂 市 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会 について 

【 事 務 局 】  

  （ 資 料 １ ） Ｐ １ ～ １ ５ を 用 い 、 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合

計 画 、 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 及

び 本 審 議 会 の 概 要 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。  

 

諮  問  

【 市 長 】  

 ・ 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 に も と づ く 事 業 評 価

（ 平 成 ２ ９ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

・ 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」 に も

と づ く 事 業 評 価 （ 平 成 ２ ９ 年 度 実 施 分 ） に つ い て

諮 問 し た 。 （ 資 料 ２ ）  

 

 

議 事 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 、 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創

生 総 合 戦 略 」の平 成 ２９年 度 実 績 の評 価 について 

【 会 長 】  

 事 務 局 に 対 し 評 価 方 法 に つ い て 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

（ 資 料 １ ） （ Ｐ １ ６ ～ Ｐ ２ ２ ） を 用 い 評 価 方 法 に

つ い て 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 会 長 】  

  平 成 ２ ９ 年 度 に 実 施 し た 事 業 に つ い て 順 に 担 当 課

に 説 明 を 求 め た 。  

 

「 災 害 に 強 い 住 環 境 の 整 備 」 に つ い て  

【 会 長 】  

  「 災 害 に 強 い 住 環 境 の 整 備 」 に つ い て 担 当 課 に 説

明 を 求 め た  

 

【 都 市 開 発 課 】  

  （ 資 料 ３ ） を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行

っ た 。  

 

【 会 長 】  

  担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見

を 求 め た 。  

 

【 Ａ 委 員 】  

  目 標 指 標 の 実 績 数 値 が 変 わ っ て い な い の は 良 く な

い 。 数 値 の 少 数 点 以 下 を 表 示 し な い と わ か ら な
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い 。  

子 供 が 出 て 行 き 帰 っ て こ な い 為 、 耐 震 補 強 し て

も 、 結 局 空 家 に な っ て し ま う 。 そ の 事 か ら 耐 震 補

強 を 躊 躇 す る 方 が い る 。  

こ の 辺 り は 液 状 化 も あ り 、 家 の 補 強 を 全 部 行 う と

何 百 万 円 も か か る が 、 地 盤 の 補 強 だ っ た ら 、 も う

少 し 安 く で き る 。  

 

【 都 市 開 発 課 】  

  実 績 数 値 の 少 数 点 以 下 は 若 干 動 い て い る 。 空 家 と

な っ た 家 が ず っ と 利 用 さ れ ず 危 険 な 状 態 に な っ て

し ま っ て い る も の も 出 て き て い る の で 、 利 活 用 等

の 空 家 対 策 に つ い て 検 討 を 進 め て い る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

  大 阪 の 地 震 で ブ ロ ッ ク 塀が 崩 れ て 、 子 供 が 一 人 犠

牲 に な る 事 故 が 発 生 し た 。 瑞 穂 市 で は 、 ブ ロ ッ ク

塀対 策 と し て 何 か 取 り 組 み を し て い る か 。  

 

【 都 市 開 発 課 】  

  学 校 の 方 で 、 通 学 路 に 対 し て の 緊 急 点 検 を 実 施 し

て い る 。 ま た 、 そ れ を 含 む 市 内 重 点 箇 所 に つ い

て 、 点 検 を 実 施 す る よ う 県 か ら 話 が あ っ た 。 対 策

に つ い て は 、 近 隣 市 町 の 動 向 を 見 な が ら 、 県 と の

調 整 を 行 い 、 順 次 進 め て い く 。  

 

【 Ｃ 委 員 】  

  狭あい道路の調査について、どのような基準で調査され、

結果、何キロあり、今後どうされるのか。 

  

【 都 市 開 発 課 】  

  狭あい道路を含む市道について、現況データの整備を進め

ているところである。その後どのような整備が必要か検討

を行う。現実的には、道路拡幅部分に建築物等がない場所

では、順次拡幅を進めているが、建築物等がある場所で

は、建替えの際に後退の協力を依頼して拡幅を行ってい

る。 

 

【 Ｄ 委 員 】  

  通 学 路 に 関 係 し 、 カ ラ ー 舗 装 の 幅 が 一 定 で は な い

事 か ら 、 カ ラ ー 舗 装 を 基 準 に 運 転 す る こ と や 、 自

動 車 の 自 動 ブ レ ー キ シ ス テ ム も 絶 対 で は な く 、 そ

れ ら を 基 準 に 運 転 す る こ と に 、 交 通 安 全 上 の 不 安

が あ る 。  

 

【 Ａ 委 員 】  

  今 年 の 豪 雨 で 瑞 穂 市 内 に 床 上 浸 水 被 害 は あ っ た

か 。  
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【 都 市 開 発 課 】  

  無い 

 

【 会 長 】  

  「 災 害 に 強 い 住 環 境 の 整 備 」 に つ い て 委 員 に 評 価

結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

【 会 長 】  

  有 効 で あ っ た ６ 票 、 有 効 と は 言 え な い ５ 票  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

「 預 か り 施 設 の 拡 充 、 体 制 整 備 」 に つ い て  

【 会 長 】  

  「 預 か り 施 設 の 拡 充 、 体 制 整 備 」 に つ い て 担 当 課

に 説 明 を 求 め た  

 

【 幼児支援課・教育総務課】  

  （ 資 料 ３ ） を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行

っ た 。  

 

【 会 長 】  

  担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見

を 求 め た 。  

 

【 Ｃ 委 員 】  

  待 機 児 童 は 解 消 さ れ た か 。  

 

【 幼 児 支 援 課 】  

  昨 年 度 ４ 月 の ２ 名 か ら 、 今 年 度 は ０ 名 に 解 消 さ れ

た  

 

【 Ｅ 委 員 】  

  現 在 保 育 士 は 何 名 足 ら な い の か 。  

 

【 幼 児 支 援 課 】  

  国 の 基 準 に お い て 保 育 士 の 数 は ク リ ア し て い る 。

た だ し 、 支 援 の 必 要 な 児 童 の 状 態 に よ っ て 、 加 配

す る 保 育 士 の 数 が 変 動 す る 。 ま た 、 保 育 所 に よ っ

て は 、 施 設 面 積 は あ る の で 、 保 育 士 の 数 が 増 え れ

ば 、 預 か れ る 子 供 の 数 も 増 や す こ と が 出 来 る 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

  瑞 穂 市 に 何 歳 児 に 保 育 士 は 何 名 と の 基 準 は あ る

か 。  
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【 幼 児 支 援 課 】  

  規 定 は 国 の 基 準 ど お り で 、 ０ 歳 児 は ３ 人 に １ 人 、

１ ， ２ 歳 児 は ６ 人 に １ 人 、 ３ 歳 児 は ２ ０ 人 に １

人 、 ４ ， ５ 歳 児 は ３ ０ 人 に １ 人 、 支 援 が 必 要 な 児

童 に は 、 保 健 師 等 と 相 談 し 加 配 を 行 う 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

  放 課 後 児 童 ク ラ ブ は 、 １ ～ ３ 年 は 受 け 入 れ が 出 来

て い る が 、 ４ ～ ６ 年 は な か な か 難 し い 。 今 後 は 待

機 児 童 に 引 き 続 き 、 待 機 学 童 対 策 が 必 要 で は な い

か 。  

 

【 幼 児 支 援 課 】  

  現 在 検 討 中 で あ り 、 良 い 案 が あ れ ば 、 提 案 い た だ

き た い 。  

 

【 会 長 】  

  「 預 か り 施 設 の 拡 充 、 体 制 整 備 」 に つ い て 委 員 に

評 価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

【 会 長 】  

  有 効 で あ っ た １ １ 票 、 有 効 と は 言 え な い ０ 票  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 グ ロ ー バ ル 化 対 応 教 育 の 推 進 」 に つ い て  

【 会 長 】  

  「 グ ロ ー バ ル 化 対 応 教 育 の 推 進 」 に つ い て 担 当 課

に 説 明 を 求 め た  

 

【 学校教育課・教育総務課】  

  （ 資 料 ３ ） を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行

っ た 。  

 

【 会 長 】  

  担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見

を 求 め た 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

  電 子 黒 板 を 使 用 し た 授 業 を 見 て 、 過 去 と は 比 べ 物

に な ら な い 、 分 か り や す い 授 業 が 進 ん で い る と 実

感 し た 。  

  Ａ Ｌ Ｔ の 授 業 を 推 進 す る と あ っ た が 、 授 業 日 が 増

え て い な い 。 今 後 増 や し て い く 政 策 を 考 え ら れ て

い る か 。  
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【 学校教育課】  

  時 間 数 を 増 や す と 、 人 数 も 増 や す 必 要 が あ り 、 予

算 も か か る 。 現 段 階 で は こ れ 以 上 人 数 を 増 や す 事

は 考 え て い な い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

  瑞 穂 市 で は 話 す の が 先 か 作 文 が 先 か ど ち ら を 主 体

に 教 え て い る か 。  

 

【学校教育課】  

学 習 指 導 要 領 で 国 の 方 で 決 め ら れ て お り 、 基 本 的

に は 小 学 校 の 段 階 で は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を

高 め る と い う こ と の 方 が 重 い と と ら え て 進 め て い

る 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

  外 国 の 方 と 話 を す る の に は 度 胸 が い る 。 恥 ず か し

が っ て は 会 話 で き な い 。 単 語 を 並 べ れ ば 理 解 し て

く れ る の で 、 ま ず 単 語 を 並 べ ら れ る か が 重 要 。  

  イ ギ リ ス 英 語 と ア メ リ カ 英 語 は 違 う 。 英 会 話 に も

方 言 が あ る 。 そ う い っ た 点 も 教 え て い た だ き た

い 。  

 

【 会 長 】  

  「 グ ロ ー バ ル 化 対 応 教 育 の 推 進 」 に つ い て 委 員 に

評 価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

【 会 長 】  

  有 効 で あ っ た １ ０ 票 、 有 効 と は 言 え な い １ 票  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

「 新 た な 賑 わ い の 創 出 」 に つ い て  

【 会 長 】  

  「 新 た な 賑 わ い の 創 出 」 に つ い て 担 当 課 に 説 明 を

求 め た  

 

【 総合政策課】  

  （ 資 料 ３ ） を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行

っ た 。  

 

【 会 長 】  

  担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見

を 求 め た 。  

 

【 Ｈ 委 員 】  

  イ ベ ン ト は 、 何 か 他 と 違 う 企 画 と い う こ と を よ り
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明 確 に し 、 定 期 的 な 開 催 に し た 方 が 人 は 集 ま る 。

大 垣 で は 、 毎 月 １ 回 イ ベ ン ト を 行 っ て い る が 、 そ

の 為 に 空 き 店 舗 を 借 り る 者 も い る 。 そ の よ う に 定

期 的 に 開 催 す る と 、 よ り 新 た な 賑 わ い の 創 出 に 寄

与 す る 。  

 

【 総合政策課】  

  既 存 イ ベ ン ト は 、 知 名 度 や 安 心 感 に よ り 人 が 集 ま

る が 、 新 し く 始 め る イ ベ ン ト は 、 何 か 他 と 違 う と

こ ろ が な い と 人 は 集 め ら れ な い 。 瑞 穂 市 内 の 良 い

場 所 を 活 か し な が ら 他 の 企 画 と は 違 う 内 容 に 変 更

し て い き た い 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

  民 間 企 業 と の 連 携 に 、 Ｐ Ｌ Ａ Ｎ Ｔ ６ と の コ ラ ボ が

あ る が 、 市 の Ｐ Ｒ ビ デ オ は 全 編 が Ｐ Ｌ Ａ Ｎ Ｔ ６ の

中 で 、 市 内 の も っ と 色 々 な 場 所 で ダ ン ス し て く れ

れ ば 良 い と い っ た 意 見 を 聞 い た 。 エ キ ス ト ラ ダ ン

サ ー を 募 集 し た り 、 地 元 出 身 ダ ン サ ー を 使 い 、 素

晴 ら し い と 思 う が 、 市 全 体 を Ｐ Ｒ す る こ と を 考 え

ら れ る と 良 い 。   

 

【 総合政策課】  

Ｐ Ｒ ビ デ オ に 関 し て は 、 い ろ い ろ な 意 見 を い た だ

い て い る 。 ど こ で 撮 影 す る か は 悩 ん だ 点 で 、 市 内

名 所 を 周 る 事 も 検 討 し た が 、 監 督 と 相 談 し 、 本 作

品 は 、 あ ま り 説 明 を 加 え ず に 瑞 穂 市 の 若 さ と 元 気

さ を 前 面 に 出 し 、 説 明 的 な 所 を 削 ぎ 落 と し て 行 く

事 に 決 め た 。 市 出 身 の ダ ン サ ー Ｋ Ａ Ｒ Ｉ Ｎ さ ん に

よ る 若 さ と 元 気 さ を Ｐ Ｒ し て い く 観 点 と し た 。 市

全 体 の 説 明 と し て は 、 ビ デ オ を 見 た 後 、 市 の 魅 力

発 信 サ イ ト で 、 興 味 の あ る 方 に 見 て も ら う 仕 掛 け

と し た 。 構 成 を 検 討 し て い く 中 で ア メ リ カ ン を イ

メ ー ジ し て い き 、 イ メ ー ジ に 適 し た 場 所 を 市 内 で

探 し た と こ ろ Ｐ Ｌ Ａ Ｎ Ｔ ６ が 選 出 さ れ 、 早 朝 か

ら 、 営 業 し な が ら の 撮 影 に 民 間 施 設 か ら の 全 面 協

力 を 得 て 行 っ た 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

  元 気 な 若 い ま ち づ く り が 伝 わ っ て く る 。  

 

【 Ａ 委 員 】  

イ ベ ン ト を 行 い 、 市 の 活 性 化 は 大 事 だ が 、 交 流 人

口 は 、 市 内 の 方 だ け で な く 市 外 の 方 を 呼 ぶ こ と が

重 要 で あ る 。 市 内 の 歴 史 遺 産 を Ｐ Ｒ し 市 外 か ら 人

を 呼 び 込 む 事 を 考 え て も ら い た い 。  
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【 総合政策課】  

今 回 、 市 の 組 織 改 革 で 商 工 農 政 課 か ら 商 工 農 政 観

光 課 と い う 新 し い 観 光 分 野 の 組 織 が 出 来 た 。 賑 わ

い と 創 出 を 生 み 出 す た め の 観 光 施 策 も 、 担 当 課 と

一 緒 に な っ て 作 っ て い き た い 。  

 

【 会 長 】  

  「 新 た な 賑 わ い の 創 出 」 に つ い て 委 員 に 評 価 結 果

の 挙 手 を 求 め た 。  

 

【 会 長 】  

  有 効 で あ っ た ９ 票 、 有 効 と は 言 え な い ２ 票  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

「 組 織 体 制 の 強 化 と 人 材 育 成 」 に つ い て  

【 会 長 】  

  「 組 織 体 制 の 強 化 と 人 材 育 成 」 に つ い て 担 当 課 に

説 明 を 求 め た  

 

【 総務課】  

  （ 資 料 ３ ） を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行

っ た 。  

 

【 会 長 】  

  担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見

を 求 め た 。  

 

【 Ｊ 委 員 】  

  研 修 を 受 け た 職 員 は 身 に 付 い て い る か 。  

  研 修 が 多 い と 業 務 に 支 障 が 生 じ 、 残 業 や 休 日 出 勤

が 多 く な ら な い か  

 

【 総 務 課 】  

身 に 付 い て い る か の 中 身 を 推 し 量 る の は 難 し い

が 、 研 修 は 強 制 で は な く 、 手 上 げ 方 式 で 行 っ て い

る 。 自 分 で 手 を 上 げ て 参 加 し た 限 り は 、 身 に つ い

て 帰 っ て き て い る と 考 え る 。  

地 方 公 務 員 法 で は 職 員 に 研 修 を 受 け さ せ な け れ ば

な ら な い と 規 定 さ れ て い る 。 研 修 の 参 加 を す る 際

は 上 司 に 許 可 を 取 る 事 に し て お り 、 業 務 に 支 障 の

な い 範 囲 内 で 参 加 し て い る と 考 え て い る 。  

 

【 Ａ 委 員 】  

上 位 官 庁 と の 人 事 交 流 が 必 要 。 考 え 方 が 変 わ る 。  
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【 総 務 課 】  

外 部 と の 人 事 交 流 に つ い て は 、 派 遣 研 修 等 を 行 っ

て い る 。 今 年 度 は 、 岐 阜 土 木 事 務 所 に ２ 人 、 県 税

事 務 所 に １ 人 の 計 ３ 人 を 派 遣 し て い る 。  

 

【 Ｃ 委 員 】  

組 織 図 に 政 策 企 画 監 の 掲 載 が な い 。 広 報 に は 掲 載

さ れ て い た 。  

 

【 総 務 課 】  

政 策 企 画 監 は 役 職 な の で 、 組 織 図 に は 掲 載 さ れ て

い な い 。 広 報 に は イ メ ー ジ と し て 掲 載 し た 。 組 織

図 に 加 え た も の を 、 後 日 配 布 す る 。  

 

【 Ｃ 委 員 】  

市 民 と の 交 流 の 場 を も っ と 広 げ て い く と 事 業 が ス

ム ー ズ に 進 む  

 

【 企 画 部 長 】  

今 回 の 組 織 変 更 で 、 市 民 協 働 安 全 課 を 組 織 し た 。

そ の 課 に お い て 、 自 治 会 を 中 心 に 各 種 団 体 や 市 民

の 方 と 防 災 、 福 祉 、 教 育 に つ い て 、 話 し 合 い を 進

め て い る 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

人 材 育 成 に 関 し て 、 他 県 や 他 市 町 村 に お い て 行 っ

て い る 、 様 々 な 方 法 が あ る の で 、 ３ 年 か ら ５ 年 の

期 間 で 切 り 替 え て い く 考 え 方 は あ る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

こ れ か ら 一 層 、 高 齢 化 社 会 や 少 子 化 が 進 む な か 、

市 の 職 員 が 率 先 し て 自 分 の 地 域 の 事 業 に 参 加 す る

よ う に し て 欲 し い 。 共 助 の 社 会 を 構 築 し な い と い

け な い 。 既 に 県 の 職 員 、 教 員 、 国 家 公 務 員 、 一 般

の 会 社 員 等 も 同 様 に 参 加 し て 地 域 の 活 性 化 を 図 っ

て い る と こ ろ が あ る 。  

 

【 会 長 】  

  「 組 織 体 制 の 強 化 と 人 材 育 成 」 に つ い て 委 員 に 評

価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

【 会 長 】  

  有 効 で あ っ た ９ 票 、 有 効 と は 言 え な い ２ 票  

 

【 会 長 】  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  
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その他 議 事 等  

次 回 会 議 を 平 成 ３ ０ 年 ７ 月 ３ ０ 日 （ 月 ） １ ８ 時 よ

り 総 合 セ ン タ ー 第 ４ 会 議 室 で 実 施 す る こ と と し

た 。  

 

閉  会  

 

事 務 局  

(担 当 課 ) 

瑞 穂 市  企 画 部  総 合 政 策 課  

  T E L： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 2 8  

  F A X： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 0 3  

  e - m a i l： so u g o u @ c i t y . m i z u h o . l g . j p  

 


